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今
年
の
観
音
講
の
旅
行
は
5
月
28

日
か
ら
5
月
30
日
ま
で
関
西
方
面
へ

2
泊
3
日
で
出
か
け
ま
し
た
。　
　
　

特
に
今
回
は
「
長
泉
寺
新
本
堂
落
慶

10
周
年
感
謝
の
旅
」
と
言
う
事
で
盛

り
だ
く
さ
ん
で
大
い
に
満
足
さ
せ
ら

れ
た
旅
で
し
た
。

初
日
は
日
本
三
景
・
天
の
橋
立
と
雪

舟
ゆ
か
り
の
文
殊
さ

ま
の
智
恩
寺
参
拝
、

宿
泊
は
風
情
あ
ふ
れ

る
城
崎
温
泉
で
く
つ

ろ
ぎ
ま
し
た
。（
八
十

歳
を
超
え
た
雪
舟
が

足
を
運
ん
で
天
の
橋

立
を
東
側
か
ら
鳥
瞰

的
に
と
ら
え
た
図

で
、
図
中
に
は
智
恩

寺
の
多
宝
塔
と
成
相
寺
の
伽
藍
が
同

時
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
国

宝
と
し
て
京
都
国
立
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。）

二
日
目
は
乙
女
の
頃
か
ら
憧
れ

て
い
た
宝
塚
歌
劇
で
の
レ
ビ
ュ
ー

シ
ョ
ー
を
観
劇
し
て
感
激
し
た
後
に
、

聖
徳
太
子
建
立
と
さ
れ
る
日
本
最
初

の
観
音
霊
場
・
中
山
寺
を
参
拝
い
た

し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
ご
本
尊
さ
ま

は
長
泉
寺
の
観
音
さ
ま
と
同
じ
十
一

面
観
音
さ
ま
で
す
。（
十
一
面
観
音
さ

ま
は
一
昨
年
の
旅
行
会
で
、
東
京
麻

布
に
あ
り
ま
す
大
本
山
永
平
寺
別
院

長
谷
寺
様
の
関
東
一
と
言
わ
れ
て
い

る
一
木
造
の
大
き
な
木
造
の
観
音
さ

ま
や
鎌
倉
の
長
谷
寺
の
「
十
一
面
観

世
音
」
さ
ま
を
お
参
り
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
事
を
思
い
出
し
ま
し

た
。）旅

の
最
後
の
お
宿
は
日
本
三
大
名

湯
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
有
馬

温
泉
で
し
た
。
三
大
名
湯
と
言
わ
れ

て
い
る
だ
け
あ
っ
て
本
当
に
心
身
と

も
に
癒
や
し
を
頂
い
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
灘
の
利
き
酒
め
ぐ
り
と

噺
家
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
ま
わ
る
浪
速

ク
ル
ー
ズ
と
最
後
ま
で
本
当
に
楽
し

い
時
間
を
皆
様
と
ご
一
緒
出
来
た
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

次
回
の
観
音
講
旅
行
会
へ
も
参
加

で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し
健
康
に
充

分
留
意
し
て
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
も
健
康
に
留
意
し
て
が
ん

ば
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

長
泉
寺
観
音
講

事
務
局　
記

今年の観音講旅行は長泉寺新本堂落慶10 周年感謝の旅

天橋立と日本三大文殊様「智恩寺」
　　聖徳太子建立とされる
	 	 日本最初の観音霊場「中山寺」参拝の旅



赤
着
物
を
奉
納
（
年
2
回
以
上
）
さ

れ
た
功
績
に
よ
り

※
春
先
に
は
、
江
尻
の
志
伯
は
る
え

様
よ
り
暖
か
な
毛
糸
の
帽
子
と
ケ
ー

プ
を
お
地
蔵
様
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
の
観
音
講
は
、
4
月
27
日
に
長

泉
寺
本
堂
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。観

音

講
・
講
長

一
條
み

つ
子
様

の
挨
拶

で
講
が

開
始
さ
れ
、
住
職
の
講
話
の
後
、
法
要

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

管
長
表
彰
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
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観
音
講
開
始
前
に
「
曹
洞
宗
管
長
表

彰
」
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
曹
洞
宗
管
長
・
大
本
山
總

持
寺
貫
首
、
江
川
辰
三
大
禅
師
猊
下

様
よ
り
左
記
の
方
々
が
管
長
表
彰
を

お
受
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
受
賞
者
と
受
賞
理
由
）

角
田
裏
町	

渡
邊　

み
や
こ　

様

角
田
沼
南	

乙
葉　

み
よ
し　

様

20
年
以
上
に
亘
り
お
地
蔵
様
へ
の

観
音
講
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ー
長
泉
寺
本
堂
ー

表彰後住職と安藤正夫様

表彰後住職と乙葉みよし様

日本浪曲協会・会長 富士路子先生
	 　　　　　演目（杜子春）

法
要
後
に
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
浪

曲
の
口
演
が
演
じ
ら
れ
「
杜
子
春
」
の

話
に
涙
し
ま
し
た
。

木　魚 鏧　子 角
田
横
田
町	

安
藤　

正
夫　

様

伝
統
工
芸
士
に
よ
る
本
手
打
ち
の
鏧

子
及
び
木
魚
を
奉
納
さ
れ
た
功
績
に

よ
り



こ
と
で
、
自
ら
が
伝
統
画
材
を
用
い
る
こ

と
の
意
味
を
進
化
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

長
泉
寺
の
襖
絵
は
、
湯
気
の
動
き
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
奥
行
き
の
あ
る
『
水
焔
図 

玄
』
と
、
透
明
感
あ
る
、
幽
か
な
気
の
流

れ
を
感
じ
さ
せ
る
『
水
焔
図 

白
』
の
表
裏

二
面
構
成
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
相
変
わ
ら

ず
の
透
徹
し
た
細
部
描
写
を

保
ち
な
が
ら
、
全
体
に
目
を

向
け
れ
ば
、
宙
に
解
き
放

た
れ
た
か
の
よ
う
な
大
き
な

構
図
が
た
ち
あ
ら
わ
れ
て
く

る
。こ

こ
か
ら
想
起
さ
れ
る
の

は
、
渦
を
巻
き
な
が
ら
天
に

昇
る
龍
、「
雲
龍
図
」
で
あ

る
。
古
来
、
画
家
た
ち
は
雲

を
龍
の
姿
に
な
ぞ
ら
え
て
、

森
羅
万
象
の
悲
喜
を
託
し
て

き
た
。
雲
も
ま
た
粒
子
で
あ

り
、
大
気
に
た
だ
よ
う
水
の

相
で
あ
る
。
伝
統
と
い
う
文

脈
の
中
で
、
時
間
を
超
え
て

古
人
と
繋
が
る
こ
と
、
そ
れ

に
よ
っ
て
苦
難
を
昇
華
さ
せ

る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
日
本

画
が
存
在
す
る
意
味
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
震
災
後
の
及

覆
う
薄
氷
を
題
材
に
絵
を
制
作
し
て
き

た
。
墨
を
基
調
に
し
て
、
氷
の
分
子
構
造

ま
で
見
透
か
す
か
の
よ
う
な
、
虫
の
目
を

思
わ
せ
る
細
部
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

「
水
焔
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
及
川
が
描
き

は
じ
め
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の

２
０
１
１
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
水
が
気
化

し
て
空
に
立
ち
上
が
る
、
湯
気
の
描
写
か

ら
は
じ
ま
っ
た
。
生
ま
れ
て
は
ゆ
ら
ぎ
消

え
ゆ
く
水
の
一
粒
一
粒
を
な
ん
と
か
し
て

つ
な
ぎ
止
め
た
い
、
紙
の
上
に
そ
の
痕
跡

を
残
し
た
い
、
と
い
う
悲
痛
な
祈
り
に
も

似
た
こ
の
と
き
の
心
情
を
よ
く
示
し
て
い

る
と
思
わ
れ
た
。

そ
の
後
、「
香
焔
」
の
シ
リ
ー
ズ
も
並
行

し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
細
く
た
な

び
く
香
の
煙
、
そ
れ
は
は
っ
き
り
と
鎮
魂

の
形
を
取
り
始
め
る
。

及
川
は
言
う
。「
香
の
煙
を
墨
で
描
き
始

め
た
時
、
香
の
煙
が
煤
で
あ
り
、
そ
れ
を

描
く
墨
も
ま
た
油
煙
や
松
の
煤
か
ら
出
来

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。」

大
濱
紙
と
松
煙
墨
、
そ
し
て
水
と
い
う

日
本
画
の
素
材
で
、
煙
を
つ
な
ぎ
止
め
ら

れ
る
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

煤
の
粒
子
を
水
に
溶
き
、
浮
遊
さ
せ
な
が

ら
筆
に
よ
っ
て
紙
に
導
い
て
い
く
制
作
が

継
続
さ
れ
る
。
及
川
は
湯
気
と
煙
を
描
く
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◆
日
経
日
本
画
大
賞
展
に
て

及
川
先
生
が
入
選
さ
れ
ま
し
た

第
七
回
「
東
山
魁
夷
記
念 

日
経
日

本
画
大
賞
展
」
に
お
い
て
、
及
川
聡
子

先
生
が
長
泉
寺
大
書
院
の
襖
絵
で
入
選

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
東
山
魁
夷
が
遺
し
た
功

績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
日
本
画
の
世
界
を
後

世
に
伝
え
る
こ
と
と
、
日
々
研
鑽
を
積

ん
で
い
る
日
本
画
家
の
仕
事
を
客
観
的

に
評
価
し
発
掘
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
２
０
０
２
年
に
創
設
さ
れ
、
若
手
の

登
竜
門
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

以
下
に
、
今
回
襖
絵
を
評
価
さ
れ
た

福
島
県
立
美
術
館
専
門
学
芸
員
、
増
淵

鏡
子
先
生
の
推
薦
文
を
掲
載
い
た
し
ま

す
。（

推
薦
文
）

長
泉
寺
は
宮
城
県
角
田
市
に
あ
り
、

及
川
聡
子
の
拠
点
と
す
る
柴
田
町
船
岡

か
ら
ほ
ど
近
い
。
彫
刻
家
で
あ
る
及
川
の

父
・
茂
が
こ
の
寺
の
仏
像
を
制
作
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
縁
も
あ
っ
て
襖
絵
を
手
が

け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
5
年
近
く

の
年
月
を
費
や
し
、
大
作
が
結
実
し
た
。

及
川
は
２
０
０
０
年
代
、
枯
草
野
を

川
の
作
品
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
作
品
は
寺
院
の
襖
絵
と
い
う
性
格
上
、

展
覧
会
等
で
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
地
元

に
根
ざ
し
て
活
動
す
る
及
川
の
仕
事
を
広

く
紹
介
す
る
意
味
で
も
、
今
回
推
薦
す
る

も
の
で
あ
る
。（

福
島
県
立
美
術
館
専
門
学
芸
員
）

水焔図　白

水焔図　玄



供
養
料

青
柳
　
良
文
　
　
様

赤
川
　
良
行
　
　
様

吾
妻
　
武
博
　
　
様

浅
川
　
俊
幸
　
　
様

阿
部
　
昭
八
　
　
様

阿
部
　
平
　
　
様

阿
部
　
弘
　
　
様

荒
木
　
孝
広
　
　
様

猪
狩
　
正
功
　
　
様

泉
　
　
豊
　
　
様

板
橋
　
喜
美
　
　
様

一
條
　
勲
　
　
様

一
條
　
憲
一
　
　
様

一
條
　
正
樹
　
　
様

一
條
　
み
つ
こ
　
様

市
場
　
邦
夫
　
　
様

市
場
　
み
つ
子
　
様

井
上
　
克
義
　
　
様

井
上
　
孝
一
　
　
様

今
出
　
辰
一
　
　
様

上
原
　
年
喜
　
　
様

遠
藤
　
え
つ
子
　
様

遠
藤
　
雅
子
　
　
様

遠
藤
　
由
美
枝
　
様

※物品等 ･････ 米、野菜、果物、海産物、酒類、茶、ジュース、菓子、生花、商品券、生活用具、書籍など

※その他 ･････ お地蔵さんの着物、仏具敷、清掃具、自筆本、自筆書画など手作りのもの

檀
信
徒
お
よ
び
有
縁
の
皆
様
方
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
ご
喜
捨
を
賜
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
12
月
20
日
か
ら
平
成
30
年
5

月
30
日
ま
で
の
芳
名
帳
よ
り
、
項
目
ご
と

に
五
十
音
順
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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圓
満
寺
　
　
　
様

大
石
　
雄
一
　
　
様

大
泉
　
君
子
　
　
様

大
泉
　
正
敏
　
　
様

大
泉
　
力
夫
　
　
様

大
川
口
　
敦
子
　
様

大
川
口
　
六
男
　
様

太
田
　  

定  

　
　
様

太
田
　
久
男
　
　
様

太
田
　
勇
一
　
　
様

太
田
　
行
男
　
　
様

大
槻
　
克
子
　
　
様

大
槻
　
哲
雄
　
　
様

大
槻
　
広
　
　
様

大
槻
　
誠
　
　
様

大
槻
　
正
明
　
　
様

大
槻
　
光
生
　
　
様

大
寺
　
輝
男
　
　
様

大
沼
　
タ
マ
子
　
様

大
沼
　
尚
　
　
様

大
矢
　
慶
子
　
　
様

岡
田
　
重
松
　
　
様

岡
田
石
材
工
業
　
様

岡
田
　
静
一
　
　
様

岡
田
　
和
一
　
　
様

奥
野
　
光
賢
　
　
様

尾
崎
　
光
子
　
　
様

長
田
　
三
男
　
　
様

小
澤
　
實
　
　
様

小
関
　
て
い
子
　
様

小
野
　
照
子
　
　
様

小
野
　
秀
雄
　
　
様

小
野
　
文
弘
　
　
様

小
野
　
陽
子
　
　
様

小
野
寺
　
は
な
子
様

小
丸
　
淳
　
　
様

加
川
　
稔
　
　
様

柿
崎
　
キ
ン
　
　
様

笠
間
　
末
子
　
　
様

笠
松
　
宗
世
　
　
様

梶
内
　
節
子
　
　
様

梶
村
　
利
江
　
　
様

堅
田
　
邦
夫
　
　
様

加
藤
　
亀
市
　
　
様

加
藤
　
浩
　
　
様

加
藤
　
洋
子
　
　
様

金
上
　
裕
子
　
　
様

金
子
　
ク
ニ
　
　
様

金
子
　
宏
　
　
様

金
子
　
六
男
　
　
様

鎌
田
　
み
さ
子
　
様

鎌
田
家
　
　
　
様

川
上
　
康
一
　
　
様

川
嶋
　
明
夫
　
　
様

菅
野
　
幸
夫
　
　
様

菊
地
　
勝
子
　
　
様

菊
池
　
勝
子
　
　
様

菊
地
　
俊
彦
　
　
様

喜
松
院
　
　
　
様

木
村
　
静
江
　
　
様

木
村
　
輝
男
　
　
様

草
間
　
純
一
　
　
様

窪
田
　
栄
紀
　
　
様

窪
田
　
容
子
　
　
様

栗
原
　
誠
一
　
　
様

黒
田
　
武
夫
　
　
様

渓
秀
院
　
　
　
様

渓
水
寺
　
　
　
様

広
淵
寺
　
　
　
様

高
林
寺
　
　
　
様

後
藤
　
美
智
子
　
様

小
桧
山
　
俊
昭
　
様

小
松
　
良
子
　
　
様

今
内
　
義
光
　
　
様

今
野
　
林
一
郎
　
様

齋
　 

徹
　
　
様

齋    
　
正
光
　
　
様

斎
藤
　
和
仁
　
　
様

斎
藤
　
勝
子
　
　
様

斎
藤
　
成
倶
　
　
様

斎
藤
　
隆
雄
　
　
様

斎
藤
　
正
彦
　
　
様

坂
田
　
賢
二
　
　
様

坂
元
　
哲
郎
　
　
様

佐
久
間
　
幸
男
　
様

佐
々
木
　
繁
保
　
様

笹
森
　
進
　
　
様

佐
藤
　
彰
　
　
様

佐
藤
　
栄
子
　
　
様

佐
藤
　
英
二
　
　
様

佐
藤
　
か
つ
子
　
様

佐
藤
　
ケ
イ
子
　
様

佐
藤
　
研
一
　
　
様

佐
藤
　
茂
　
　
　
様

佐
藤
　
秀
一
　
　
様

佐
藤
　
健
夫
　
　
様

佐
藤
　
徳
男
　
　
様

佐
藤
　
信
行
　
　
様

佐
藤
　
紀
清
　
　
様

佐
藤
　
は
る
え
　
様

佐
藤
　
宏
敏
　
　
様

佐
藤
　
政
井
　
　
様

佐
藤
　
政
美
　
　
様

佐
藤
　
雅
世
　
　
様

佐
藤
　
勝
　
　
様

佐
藤
　
や
よ
ひ
　
様

澤
井
　
幸
一
　
　
様

塩
田
　
德
夫
　
　
様

志
賀
　
保
史
　
　
様

自
照
院
　
　
　
様

柴
崎
　
宗
男
　
　
様

島
津
　
光
輝
　
　
様

清
水
　
睦
子
　
　
様

宗
禅
寺
　
　
　
様

常
因
寺
　
　
　
様

松
源
寺
　
　
　
様

白
戸
　
和
子
　
　
様

新
開
　
一
正
　
　
様

杉
山
　
恵
子
　
　
様

鈴
木
　
慶
子
　
　
様

鈴
木
　
俊
輔
　
　
様

鈴
木
　
忠
幸
　
　
様

鈴
木
　
宣
男
　
　
様

鈴
木
　
浩
　
　
様

鈴
木
　
正
敏
　
　
様

鈴
木
　
み
つ
子
　
様

須
藤
　
敏
子
　
　
様

高
　
砂
　
　
　
　
様

高
瀬
　
悦
子
　
　
様

高
瀬
　
孝
仁
　
　
様

高
田
　
由
美
子
　
様

高
橋
　
明
美
　
　
様

高
橋
　
英
一
　
　
様

高
橋
　
和
子
　
　
様

高
橋
　
亨
一
　
　
様

高
橋
　
伸
一
　
　
様

高
松
　
光
子
　
　
様

滝
口
　
良
子
　
　
様

玉
手
　
一
彦
　
　
様

玉
手
　
武
男
　
　
様

玉
手
　
ま
す
子
　
様

千
田
　
祐
史
　
　
様

長
泉
寺
（
大
内
）
様

長
徳
寺
　
　
　
　
様

柄
目
　
孝
治
　
　
様

柄
目
　
幸
男
　
　
様

津
田
　
玉
江
　
　
様

注
連
内
　
隆
一
　
様

洞
昌
寺
　
　
　
様

東
禅
寺
　
　
　
様

洞
林
寺
　
　
　
様

徳
蔵
寺
　
　
　
様

豊
岡
　
貞
義
　
　
様

永
井
　
勇
一
　
　
様

中
野
　
正
勝
　
　
様

中
畑
　
澄
子
　
　
様

中
畑
　
博
幸
　
　
様

中
原
　
健
博
　
　
様

中
村
　
邦
夫
　
　
様

中
山
　
ハ
ナ
　
　
様

成
田
　
佳
謙
　
　
様

成
田
　
茂
　
　
様

南
部
　
信
一
　
　
様

二
階
堂
　
元
　
　
様

西
牧
　
昭
雄
　
　
様

根
本
　
武
士
　
　
様

野
口
　
紀
昭
　
　
様

野
村
　
直
樹
　
　
様

芳
賀
　
一
也
　
　
様

長
谷
川
　
よ
し
の
様

馬
場
　
冨
二
　
　
様

馬
場
　
廣
治
　
　
様

原
田
　
勝
男
　
　
様

繁
昌
院
　
　
　
様

引
地
　
武
夫
　
　
様

日
野
　
リ
ツ
　
　
様

平
田
　
祐
史
　
　
様

廣
岡
　
八
重
子
　
様

広
西
　
英
紀
　
　
様

藤
野
　
浩
　
　
様

星
　
　
謙
治
　
　
様

保
志
　
昌
弘
　
　
様

本
郷
　
茂
義
　
　
様

本
田
　
正
久
　
　
様

曲
木
　
光
子
　
　
様

増
子
　
薫
　
　
様

町
田
　
忠
克
　
　
様

松
崎
　
と
き
わ
　
様

松
本
　
隆
　
　
様

三
浦
　
敏
　
　
様

水
野
　
文
子
　
　
様

水
野
　
正
人
　
　
様

水
戸
　
一
夫
　
　
様

湊
　
　
雄
一
　
　
様

ミ
ネ
幼
稚
園

 

教
職
員
一
同
　
様

武
者
　
淑
子
　
　
様

村
上
　
俊
郎
　
　
様

村
山
　
綾
子
　
　
様

名
川
寺
　
　
　
様

目
黒
　
サ
ノ
子
　
様

目
黒
　
清
一
　
　
様

目
黒
　
照
子
　
　
様

目
黒
　
真
哉
　
　
様

目
黒
　
正
行
　
　
様

毛
利
　
勇
　
　
様

毛
利
　
友
一
　
　
様

最
上
　
六
千
男
　
様

物
江
　
亮
　
　
様

森
　    

尚
人
　
　
様

盛
田
　
正
敏
　
　
様

盛
田
　
正
浩
　
　
様

森
山
　
旭
　
　
様

八
木
沼
　
昌
弘
　
様

八
島
　
晴
夫
　
　
様

谷
津
　
睦
夫
　
　
様

山
口
　
百
合
子
　
様

山
田
　
光
雄
　
　
様

山
田
　
保
治
　
　
様

山
中
　
君
江
　
　
様

湯
村
　
絢
子
　
　
様

湯
村
　
喜
郎
　
　
様

横
山
　
り
ん
　
　
様



ここに掲載させていただいた皆様だけでなく、匿名で喜捨された方々もいらっしゃいました。また、お一人で何度も喜捨された方もたくさんおられますが、

同項目内で重複するご芳名は割愛させていただきました。すべての皆様に心より感謝いたします。ありがとうございました。
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吉
沢
　
ケ
サ
子
　
様

吉
田
　
克
哉
　
　
様

吉
田
　
恵
子
　
　
様

吉
田
　
美
恵
子
　
様

吉
田
　
義
徳
　
　
様

吉
野
　
昭
一
　
　
様

米
竹
　
マ
サ
ヨ
　
様

若
木
　
直
　
　
様

渡
辺
　
き
よ
こ
　
様

渡
邉
　
正
一
　
　
様

渡
辺
　
恒
雄
　
　
様

渡
辺
　
徳
郎
　
　
様

渡
辺
　
峰
雄
　
　
様

渡
部
　
泉
子
　
　
様

物
品
等

青
木
　
経
子
　
　
様

青
柳
　
千
秋
　
　
様

我
妻
　
武
久
　
　
様

吾
妻
　
武
博
　
　
様

赤
沼
　
一
夫
　
　
様

秋
月
　
ち
ぐ
さ
　
様

秋
山
　
源
之
輔
　
様

安
達
　
宗
男
　
　
様

阿
部
　
清
彦
　
　
様

阿
部
　
昭
八
　
　
様

阿
部
　
平
　
　
様

阿
部
　
孝
　
　
様

阿
部
　
利
栄
　
　
様

阿
部
　
嘉
道
　
　
様

安
国
寺
　
　
　
様

安
藤
　
政
夫
　
　
様

猪
狩
　
里
美
　
　
様

石
田
　
茂
　
　
様

泉
　
武
夫
　
　
　
様

一
條
　
憲
一
　
　
様

一
條
　
み
つ
こ
　
様

一
の
庵
　
　
　
様

市
場
　
真
吉
　
　
様

伊
藤
　
昭
夫
　
　
様

伊
藤
　
友
英
　
　
様

伊
藤
組
造
園
　
　
様

伊
藤
建
具
店
　
　
様

氏
家
　
と
よ
　
　
様

遠
藤
　
昭
彦
　
　
様

遠
藤
　
え
つ
子
　
様

遠
藤
　
雅
子
　
　
様

遠
藤
　
守
　
　
様

圓
満
寺
　
　
　
様

及
川
　
茂
　
　
様

及
川
　
聡
子
　
　
様

大
石
　
雄
一
　
　
様

大
泉
　
君
子
　
　
様

太
田
　
征
史
　
　
様

太
田
　
和
子
　
　
様

太
田
　
定
　
　
様

大
津
　
ま
さ
子
　
様

大
槻
　
章
　
　
様

大
槻
　
潔
　
　
様

大
槻
　
幸
子
　
　
様

大
槻
　
秀
一
　
　
様

大
槻
　
忠
蔵
　
　
様

大
槻
　
哲
雄
　
　
様

大
槻
　
令
治
　
　
様

大
沼
　
タ
マ
子
　
様

大
沼
　
尚
　
　
様

岡
田
　
重
松
　
　
様

岡
田
　
静
一
　
　
様

岡
田
　
正
幸
　
　
様

岡
田
　
和
一
　
　
様

岡
田
石
材
工
業
　
様

奥
野
　
光
賢
　
　
様

奧
野
　
成
教
　
　
様

奥
野
　
由
美
子

　
ち
ひ
ろ
　
様

長
田
　
鉄
夫
　
　
様

長
田
　
陽
一
郎
　
様

小
田
原
　
国
治
　
様

乙
葉
　
よ
し
み
　
様

小
野
　
久
男
　
　
様

小
野
　
秀
雄
　
　
様

小
野
　
文
弘
　
　
様

小
野
園
茶
舗
　
　
様

梶
村
　
利
江
　
　
様

角
田
郵
便
局
　
　
様

加
藤
　
み
さ
子
　
様

加
藤
　
洋
子
　
　
様

金
上
　
裕
子
　
　
様

金
子
　
久
美
　
　
様

金
子
　
昌
史
　
　
様

（
株
）
金
魂
　
　
　
様

鎌
田
　
み
さ
子
　
様

鎌
田
屋
　
　
　
様

川
上
　
康
一
　
　
様

川
嶋
　
明
夫
　
　
様

川
村
　
秀
子
　
　
様

歓
喜
院
　
　
　
様

菅
野
　
一
男
　
　
様

菅
野
　
健
　
　
様

菅
野
　
松
栄
　
　
様

木
川
田
　
司
　
　
様

菊
地
　
功
　
　
様

菊
地
　
一
郎
　
　
様

菊
地
　
俊
彦
　
　
様

菊
地
　
公
博
　
　
様

菊
地
　
隆
一
　
　
様

菊
浪
　
保
男
　
　
様

喜
多
屋
　
　
　
様

喜
松
院
　
　
　
様

日
下
　
は
る
子
　
様

草
間
　
純
　
　
様

工
藤
　
政
弘
　
　
様

窪
田
電
気
工
事
　
様

久
保
田
稔
製
陶
所
様

栗
原
　
誠
一
　
　
様

黒
田
　
時
彦
　
　
様

渓
秀
院
　
　
　
様

渓
水
寺
　
　
　
様

広
淵
寺
　
　
　
様

高
林
寺
　
　
　
様

小
島
　
礼
子
　
　
様

後
藤
　
友
衛
　
　
様

後
藤
　
充
伸
　
　
様

後
藤
　
陽
子
　
　
様

小
桧
山
　
悟
　
　
様

今
内
　
義
光
　
　
様

齋
藤
　
敏
男
　
　
様

斎
藤
　
文
一
　
　
様

斎
藤
　
正
成
　
　
様

斎
藤
　
正
彦
　
　
様

斎
藤
　
芳
寛
　
　
様

佐
久
間
　
幸
男
　
様

佐
久
間
　
豊
　
　
様

笹
木
　
友
宏
　
　
様

佐
々
木
　
英
伸
　
様

佐
々
木
　
光
枝
　
様

佐
竹
　
貞
雄
　
　
様

佐
藤
　
節
男
　
　
様

佐
藤
　
一
郎
　
　
様

佐
藤
　
和
子
　
　
様

佐
藤
　
か
つ
子
　
様

佐
藤
　
秀
一
　
　
様

佐
藤
　
友
　
　
様

佐
藤
　
政
井
　
　
様

佐
藤
　
正
義
　
　
様

佐
藤
　
稔
　
　
様
　

佐
藤
　
義
衛
　
　
様

さ
く
や
商
店    

　
様

三
文
字
石
材
工
業
様

宍
戸
　
邦
章
　
　
様

宍
戸
　
信
栄
　
　
様

宍
戸
　
尚
義
　
　
様

宍
戸
　
信
栄
　
　
様

宍
戸
　
信
男
　
　
様

自
照
院
　
　
　
様

志
伯
　
は
る
え
　
様

柴
崎
　
宗
夫
　
　
様

島
倉
　
満
男
　
　
様

清
水
　
陽
子
　
　
様

宗
禅
寺
　
　
　
様

常
因
寺
　
　
　
様

松
源
寺
　
　
　
様

庄
司
　
美
佐
枝
　
様

城
満
寺
　
　
　
様

白
戸
　
和
子
　
　
様

新
藤
　
淳
子
　
　
様

（
株
）
新
浜
石
材
　
様

杉
内
　
功
　
　
様

鈴
木
　
三
郎
　
　
様

鈴
木
　
俊
輔
　
　
様

鈴
木
　
俊
明
　
　
様

鈴
木
　
利
文
　
　
様

鈴
木
　
仁
　
　
様

鈴
木
　
浩
　
　
様

砂
澤
　
正
勝
　
　
様

清
野
保
険
　
　
　
様

関
泉
寺
　
　
　
様

石
龍
　
泰
春
　
　
様

（
有
）
石
伸   

　
　
様

仙
石
　
一
馬
　
　
様

仙
石
　
政
光
　
　
様

総
寧
寺
　
　
　
様

（
株
）
タ
イ
キ
　
　
様

高
瀬
　
悦
子
　
　
様

髙
橋
　
明
美
　
　
様

髙
橋
　
順
也
　
　
様

高
橋
　
政
勝
　
　
様

高
橋
生
花
店
　
　
様

（
有
）
高
梨
仏
具
店
様

武
智
　
京
子
　
　
様

竹
村
　
文
和
　
　
様

舘
矢
間
山
田

　
青
年
会
　
様

玉
手
　
一
彦
　
　
様

玉
手
　
浩
　
　
様

長
泉
寺
（
大
内
）
様

長
徳
寺
　
　
　
様

柄
目
　
孝
治
　
　
様

津
龍
院
　
　
　
様

注
連
内
　
隆
一
　
様

洞
昌
寺
　
　
　
様

東
禅
寺
　
　
　
様

東
泉
院
　
　
　
様

洞
林
寺
　
　
　
様

徳
蔵
寺
　
　
　
様

土
庫
　
光
陽
　
　
様

中
石
　
金
輝
　
　
様

中
川
　
雅
夫
　
　
様

中
平
　
智
子
　
　
様

中
地
　
清
　
　
様

中
畑
　
澄
子
　
　
様

中
畑
　
宏
　
　
様

中
畑
　
博
幸
　
　
様

（
有
）
中
原
石
材
店 

様

中
村
　
克
雄
　
　
様

中
村
　
長
雄
　
　
様

永
山
　
田
鶴
子
　
様

成
田
　
佳
謙
　
　
様

二
階
堂
　
士
門
　
様

西
塚
　
き
よ
　
　
様

野
口
　
紀
昭
　
　
様

野
村
　
直
樹
　
　
様

葉
坂
　
恒
夫
　
　
様

長
谷
部
　
房
子
　
様

長
谷
部
　
安
治
　
様

花
の
お
お
と
も
　
様

花
の
膳   

　
　
様

花
ロ
マ
ン
　
　
　
様

馬
場
　
誠
　
　
様

浜
須
　
保
雄
　
　
様

満
興
寺
　
　
　
様

繁
昌
院
　
　
　
様

曵
地
　
ヤ
エ
子
　
様

日
野
　
幸
一
　
　
様

藤
田
　
健
也
　
　
様

伏
見
　
充
子
　
　
様

舟
山
　
優
子
　
　
様

フ
ロ
ー
ラ
笹
　
　
様

ほ
こ
だ
て
仏
光
堂
様

保
志
　
昌
弘
　
　
様

細
川
　
一
子
　
　
様

細
川
　
志
め
　
　
様

細
川
　
正
子
　
　
様

細
川
　
倫
子
　
　
様

堀
米
　
荘
一
　
　
様

本
田
　
市
夫
　
　
様

本
田
　
正
久
　
　
様

本
田
　
善
博
　
　
様

前
嶋
　
敬
子
　
　
様

前
橋
　
一
幸
　
　
様

前
橋
　
良
明
　
　
様

曲
木
　
恵
子
　
　
様

増
子
　
薫
　
　
様

増
淵
　
鏡
子
　
　
様

町
田
　
忠
克
　
　
様

松
岡
　
孝
雄
　
　
様

松
崎
　
房
子
　
　
様

松
本
　
芳
子
　
　
様

水
野
　
二
三
夫
　
様

水
戸
　
秀
二
　
　
様

武
者
　
淑
子
　
　
様



　ここに掲載させていただいた皆様だけでなく、匿名で喜捨された方々もいらっ
しゃいました。また、お一人で何度も喜捨された方もたくさんおられますが、同
項目内で重複するご芳名は割愛させていただきました。
　すべての皆様に心より感謝いたします。ありがとうございました。

～
小
さ
な
こ
と
も
一
歩
ず
つ
～

平
成
30
年
5
月
11
日

平
成
14
年
4
月
、
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
寺

院
・
幼
稚
園
へ
導
入
し
た
き
っ
か
け
は

受
動
喫
煙
に
よ
る
被
害
か
ら
老
若
男
女

の
健
康
を
守
る
こ

と
で
し
た
。
ま
た
墓

地
か
ら
排
出
さ
れ

る
供
養
後
の
供
物
、

供
花
、
落
葉
や
卒
塔

婆
を
分
別
回
収
し

墓
地
内
の
環
境
を

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

環
境
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
循
環
型

社
会
を
目
指
す
点
で
仏
教
の
輪
廻
思
想

に
通
ず
る
と
の
観
点
か
ら
、
そ
の
為
に

は
何
を
す
れ
ば
良
い
か
に
気
付
き
、
ど

「
和
尚
さ
ん
の
心
に
浮
か
ぶ
こ
ん
な
こ
と
」
は
、

現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
随
時
更
新
し
て
い
ま
す

が
編
集
の
都
合
に
よ
り
、
掲
載
が
見
送
ら
れ
た

エ
ッ
セ
イ
を
番
外
編
と
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
取
り
組
む
大
切

さ
に
気
付
い
て
欲
し
い
と
の
考
え
で
、

宗
門
の
掲
げ
る
三
大
テ
ー
マ
「
人
権
・

平
和・環
境
」
に
合
致
す
る
と
判
断
し
、

環
境
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

環
境
方
針

『
宗
教
法
人
長
泉
寺
は
、
現
在
地
球

規
模
で
の
緊
急
課
題
で
あ
る 

「
地
球
温

暖
化
防
止
」
と
「
循
環
型
社
会
の
確
立
」

と
が
人
類
の
最
重
要
課
題
と
認
識
し
、

差
別
の
な
い
平
和
な
社
会
の
実
現
の
た

め
環
境
方
針
を
定
め
る
』

当
初
は
水
道
や
コ
ピ
ー
用
紙
や
電

気
使
用
量
の
削
減
（
節
約
）、
禁
煙
等
、

環
境
意
識
の
啓
発
が
主
た

る
も
の
で
、
そ
の
活
動
の

一
環
と
し
て
寺
院
や
幼
稚

園
周
辺
の
清
掃
活
動
や
園

児
に
よ
る
交
通
安
全
と
ポ

イ
捨
て
禁
止
の
呼
び
か

け
、
よ
う
ち
え

ん
環
境
ｄ
ａ
ｙ

等
を
行
う
と
と

も
に
仏
式
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト

も
開
催
し
、
市

民
へ
の
ア
ピ
ー

ル
も
効
果
的
に
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行事予定
９月中旬頃 　観月諷經

９月 20日～ 26 日 　秋彼岸会

10月 3日 住職・大教師、昇補祝賀会

10 月 4日
先住・泰弘方丈 17回忌、
寺族テル 3回忌法要

12 月 8日 　成道会

12月 31 日 　除夜の鐘

毎週日曜日 ･･･ 午後 5 時～　坐禅会
（坐禅後に法話、茶話会あり )

毎月１日と 15 日 ･･･ 朝６時～　お経を読む会

住
職
が

　
大
教
師
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た

当
寺
院
・
長
泉
寺
四
十
二
世

奥
野
成
賢
が
曹
洞
宗
の
僧
階
で

現
在
の
権
大
教
師
か
ら
「
大
教

師
」
に
平
成
三
十
年
四
月
三
日

付
け
で
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
で
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

村
上
　
定
男
　
　
様

名
川
寺
　
　
　
様

目
黒
　
昭
子
　
　
様

目
黒
　
孝
　
　
様

目
黒
　
哲
夫
　
　
様

目
黒
　
哲
郎
　
　
様

目
黒
　
文
子
　
　
様

目
黒
　
正
行
　
　
様

メ
モ
リ
ア
ル

ス
ト
ー
ン
　
様

最
上
　
六
千
男
　
様

森
谷
　
茂
　
　
様

矢
野
　
征
朗
　
　
様

山
下
　
道
也
　
　
様

山
田
　
久
　
　
様

山
田
　
弘
美
　
　
様

山
田
　
福
子
　
　
様

遊
膳
　
　
　
　
様

横
山
　
靜
　
　
様

横
山
　
博
昭
　
　
様

吉
沢
　
ケ
サ
子
　
様

吉
田
　
恵
子
　
　
様

吉
田
　
義
徳
　
　
様

吉
野
　
昭
一
　
　
様

吉
野
　
正
則
　
　
様

吉
松
　
聖
博
　
　
様

ラ
ラ
・
さ
く
ら
　
様

龍
雲
寺
　
　
　
様

和
田
　
幸
次
郎
　
様

渡
辺
　
喬
子
　
　
様

渡
邉
　
正
一
　
　
様

渡
辺
　
陞
二
　
　
様

渡
辺
　
敬
　
　
様

渡
辺
　
て
る
子
　
様

渡
辺
　
浩
昭
　
　
様

大
教
師
昇
補
の

ご
祝
儀
と
し
て

金
一
封

鈴
木
　
俊
輔
　
　
様

石
川
　
正
毅
　
　
様

村
上
　
淑
郎
　
　
様

宍
戸
　
尚
義
　
　
様

村
上
　
健
龍
　
　
様

管
野
　
喜
道
　
　
様

曹
洞
宗
宮
城
県

　
　
第
六
教
区
　
様
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行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

さ
ら
に
平
成
22
年

に
始
め
た
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ

回
収
運
動
は

寺
院
と
幼
稚

園
と
一
体
の

取
り
組
み
で
、

檀
家
様
を
中

心
に
多
く
の

市
民
か
ら
の

継
続
的
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成

23
年
に
幼
稚
園
部
門
と
し
て
長
泉
寺
ミ

ネ
幼
稚
園
が
環
境
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災

後
の
何
か
と
重
苦
し

い
時
期
で
し
た
が
こ

の
受
賞
は
被
災
地
に

大
き
な
励
み
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
に
は
、「
シ
ス
テ
ム
の
定

着
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
」「
地
域
社

会
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
等

を
考
慮
し
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
活
動
の
有
効
性
を
更
に
高

め
る
た
め
自
ら
行
動
し
、
効
果
を
引
き

出
す
自
己
宣
言
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
へ
移

行
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
効
果
と
し
て
、
日
々

の
打
合
せ
の
中
か
ら
様
々
な
意
見
が

忌
憚
な
く
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
中
か
ら
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
案
件

も
進
め
ら
れ
、
庫

裏
の
震
災
被
害
修

復
の
お
り
車
イ
ス

用
ス
ロ
ー
プ
の
設

置
。
現
在
は
墓
地
へ
の
対
応
、
全
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
進
め
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

は
皆
さ
ん
が
思
う
ほ
ど
難
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
継
続
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
す
。
共
に
生
き
る
者
と

し
て
環
境
へ
の
正
し
い
見
識
、
行
動
が

具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
身
に
つ
け

ば
、
そ
れ
は
喜
心
、
老
心
、
大
心
の
三

心
と
も
な
り
、「
と
も
に
願
い
、
と
も

に
寄
り
添
い
、
と
も
に
歩
む
」
具
体
的

生
き
方
と
し
て
、
私
た
ち
の
次
の
世
代

へ
の
一
番
の
贈
り
物
（
相
承
）
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

合
掌

（
禅
の
友
・
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
）

◆
境
内
・
幼
稚
園
の

石
碑
を
撤
去
し
ま
し
た

大
阪
北
部
地
震
で
見
受
け
ら
れ
た

寺
院
等
で
の
石
碑
の
倒
壊
を
鑑
み
、
長

泉
寺
で
は
ミ
ネ
幼
稚
園
敷
地
内
や
参
道

等
に
あ
る
石
碑
を
撤
去
移
設
い
た
し
ま

し
た
。

撤
去
後
、
十
一
基
の
石
碑
は
東
墓
地

側
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

※山門前は、３基の石碑を撤去いたしました。
※左側にある戊辰戦死の碑は、今年が戊辰戦争 150 年という
　節目にあたりますので法要後撤去いたしました。

※法要へ参列された皆さん。

平
成
30
年
7
月
17
日
、
戊
辰
戦
死
の
碑
の
前
で
百
五
十

年
記
念
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
役
員
を

は
じ
め
地
元
の
方
々
に
も
参
列
を
頂
き
ま
し
た
。
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◆
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

こ
の
度
、本
堂
に
エ
ア
コ
ン（
冷
暖
房
）

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
年
々
酷
く
な
る
夏
の
暑

さ
、
冬
の
寒
さ
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
の

で
、
各
種
仏
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
さ

ら
な
る
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※山門の裏は、２基の石碑を撤去いたしました。

※参道の石碑は、大きな碑を撤去いたしました。

ミ
ネ
幼
稚
園
園
庭
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
・
ブ
ラ
ン
コ
側

に
あ
る
石
碑
を
撤
去
し
ま
し
た
。

※本堂内は、空間内全て適切な温度で快適になりました。

※
撤
去
完
了
後
の
状
況
や
、
再
度
東
墓
地
側
に
設

置
し
直
し
た
石
碑
に
つ
い
て
は
次
号
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

◆
石
川
家
廟
所
及
び
墓
碑
に
つ
い
て

ご
周
知
の
通
り
、
長
泉
寺
中
央
墓
地
内

に
は
角
田
邑
主
石
川
公
歴
代
の
当
主
及
び

親
族
の
廟
所
（
四
廟
一
塔
）
が
あ
り
、
角

田
市
文
化
財（
史
跡
）に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
維
持
管
理
は
家
臣
団
関
係
者
に
よ
っ

て
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

従
い
ま
し
て
、
長
泉
寺
で
は
石
川
家
廟

所
や
墓
碑
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
遠
慮
下
さ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
泉
寺
住
職

奧
野　
成
賢　

今
年
の
夏
は
い
ま
ま
で
経
験
し
た
こ

と
も
な
い
大
変
な
熱
暑
で
し
た
。
そ
ん
な

中
、
私
の
大
好
物
の
茄
子
の
漬
物
、
桃
、

枇
杷
の
実
、
カ
ル
ピ
ス
等
、
今
年
も
多
数

の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
お
届
け
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ど
れ
も
大
変
美
味
し
く
お
陰
様

で
元
気
に
酷
暑
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
層
精
進
し
て
ご
恩
返
し
を
し
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
残

暑
が
続
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
繁

栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
合
掌　

峯
の
た
よ
り

第
15
号
発
行
の
ご
挨
拶


